
 

 

奈
良
の
う
た
ま
つ
り
二
〇
一
六 

〈日 

付
〉 

九
月
十
七
日
（
土
） 

午
後 

〈場 

所
〉 

や
ま
と
郡
山
城
ホ
ー
ル 

小
ホ
ー
ル 

 
 

〈費 

用
〉 

入
場
料 

無
料 

 

関
西
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル 

〈日 

付
〉 

十
月
十
日
（月
） 

〈場 

所
〉 

伊
丹
市
立
文
化
会
館 

 

奈
na
涼
su
風
ka 

※
「
平
城
東
公
民
館
だ
よ
り 

ひ
び
き
」（
約
七
千
部
）
は
自
治
会
等
の
協
力
に
よ
り
、
朱
雀
・
左
京
・
佐
保
台
の
各
地
域
に
全
戸
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

平成２８年（２０１６年）８月１日 発行『平城東公民館だより ひびき』第５３号 

主
催
事
業
の
ご
案
内 

 

暑
い
夏
！
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？ 

こ
ま
め
に
水
分
・
塩
分
補
給
を
し
な
が
ら
、
熱
中
症
対
策
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
！ 

我
慢
し
な
い
で
、
エ
ア
コ
ン
・
扇
風
機
な
ど
を
う
ま
く
使
い
こ

な
し
ま
し
ょ
う
♪ 

 

 

夏
の
暑
い
時
期
に
公
民
館
で
涼
を
と
り
ま
せ
ん

か
？
今
年
は
懐
か
し
い
十
六
ｍ
ｍ
映
写
機
で
奈
良
の
大

仏
の
開
眼
供
養
の
記
録
映
画
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
普
段
の
映
画
と
は
ま
た
一
味
違
っ
た
も
の
を
鑑
賞

し
ま
せ
ん
か
。 

是
非
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
♪ 

と 

き 
 

八
月
二
十
七
日
（土
） 

午
後
一
時
三
十
分 

と
こ
ろ  

平
城
東
公
民
館 

 

費 

用 

無
料 

対 

象 
 

六
十
歳
以
上 

 

※
申
込
不
要
。
上
映
開
始
時
刻
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

※
こ
の
講
座
は
長
寿
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
で
す
。 

夏
の
シ
ニ
ア
映
画
会 

 
二
十
五
周
年
記
念
コ
ー
ル
朱
雀
五
ｔ
ｈ
コ
ン
サ
ー
ト 

〈日 
付
〉 

十
月
十
五
日
（
土
） 

     
 

 
 
 

午
後
一
時
三
十
分
開
場 

二
時
開
演 

〈場 

所
〉 
や
ま
と
郡
山
城
ホ
ー
ル 

大
ホ
ー
ル 

 
 

〈費 

用
〉 

入
場
料
一
、
〇
〇
〇
円 

今
回
は
初
め
て
の
客
演
指
揮
者
を
迎
え
、
バ
イ
オ

リ
ン
と
の
共
演
な
ど
特
別
な
舞
台
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
是
非
、
皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。(

問
合 

〇
七
四
二
‐
七
一-
三
八
二
八 

大
瀧
ま
で) 

コ
ー
ル
朱
雀 

旬
の
ト
ピ
ッ
ク
ス 

コ
ー
ル
朱
雀
さ
ん 

奈
良
県
合
唱
祭
で
、
合
唱
祭
賞
受
賞
！ 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

い
つ
ま
で
も
魅
力
溢
れ
る 

歌
声
を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
！ 

 
 

と
き 

十
月
二
十
三
日(

日) 

場
所 
朱
雀
小
学
校 

 

自
活
協
か
ら
も
参
加
予
定
で
す
。 

※
詳
し
く
は
十
月
発
行
の
〝
ひ
び
き
第
五
十
四
号
″
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

マ
マ
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ 

 

☆
親
子
で
楽
し
め
る
夏
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
☆ 

子
育
て
中
の
マ
マ
た
ち
の
交
流
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
予
定 

し
て
い
ま
す
。
是
非
、
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
♪ 

と 

き 

八
月
五
日
（金
）
午
前
十
時
～
正
午 

と
こ
ろ 

平
城
東
公
民
館 

費 

用 

無
料 

※
自
由
入
場 

対 

象 

乳
幼
児
と
母
親 

 

自
主
グ
ル
ー
プ
情
報 

 

は
が
き
絵
の
会 

 

〈日 

付
〉 

八
月
十
六
日(

火)

～
三
十
一
日(

水) 

〈場 

所
〉 

コ
ー
プ
朱
雀 

遊
楽
気 

は
が
き
絵
の
会
の
作
品
展
示 

 
 朱

雀
地
区
音
楽
祭 

平
城
東
山
野
草
愛
好
会 

 

〈日 

付
〉 

十
月
一
日(

土)

～
十
五
日(

土) 

〈場 

所
〉 

コ
ー
プ
朱
雀 

遊
楽
気 

 
 

丹
精
込
め
て
育
て
た
作
品
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。 

 
  

こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て
コ
ン
ク
ー
ル
・コ
ン
サ
ー
ト
や
展
示
会 

が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
足
を
運
ん
で 

く
だ
さ
い
♪ 

熱中症の応急手当 

脇の下、太ももの 

つけねなどを冷やす 

エアコンをつけ、扇風

機・うちわなどで風を

あて、体を冷やす 

室内など涼しい場所

へ移動し、衣服を緩

め、安静に寝かせる。 

す
く
す
く
広
場 

 

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
子
育
て
広
場
★
八
月
は
お
も
ち

ゃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
招
き
、
お
も
ち
ゃ
の
広
場
を
開

催
し
ま
す
！ 

と 

き 

八
月
五
日
（金
）
午
後
一
時
～
三
時 

と
こ
ろ 

平
城
東
公
民
館 

費 

用 

無
料 

※
自
由
入
場 

対 

象 

０
～
２
歳
児
と
保
護
者 

 



♪
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
訪
問
♪ 

  
 
 
 
 
 
 
 

二
組
の
ご
夫
婦
を
含
め
、 

男
女
四
名
ず
つ
が
、「
書
芸
即 

ち
人
格
形
成
」
を
モ
ッ
ト
ー 

に
漢
字
・
か
な
・
ペ
ン
字
等 

を
月
二
回
、
和
気
あ
い
あ
い 

と
励
ん
で
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

い
つ
で
も
見
学
に
お
越
し
く 

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま 

す
。 

 

活
動
日 

第
一
・
三
木
曜
日 

時
間 

午
後
一
時
～
三
時 

  

（
感
想
）
と
て
も
和
や
か
な 

お
稽
古
風
景
で
し
た
。 

 

 

朱
雀
地
域 

 

◎
朱
雀
地
区
夏
ま
つ
り 

と
き 

八
月
六
日(

土)

午
後
四
時
三
十
分
～
九
時
三
十
分 

場
所 

平
城
第
二
球
技
場 

内
容 

子
ど
も
神
輿
・
盆
踊
り
・
夜
店
等 

 

◎
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
消
防
訓
練 

と
き 

九
月
二
十
四
日(

土)

午
後
一
時
～ 

場
所 

サ
ン
タ
・
マ
リ
ア 

内
容 

入
所
者
の
避
難
誘
導
訓
練
と
消
火
訓
練 

※
朱
雀
地
域
の
方 

◎
敬
老
祭 

と
き 

十
月
二
日(

土)

午
前
十
時
～
午
後
一
時 

場
所 

奈
良
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー 

内
容 

老
人
を
祝
う
会
で
、
演
芸
も
あ
り
ま
す
。 

※
朱
雀
地
域
の
方 

  

佐
保
台
地
域 

 

◎
第
六
回
佐
保
台
夏
ま
つ
り 

と
き 

八
月
二
十
日(

土)

午
後
六
時
～
九
時 

場
所 

佐
保
台
小
学
校
運
動
場 

内
容 

模
擬
店
・
子
ど
も
神
輿
・
盆
踊
り
等 

◎
佐
保
台
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン 

と
き 

八
月
九
日(

火)

「
お
楽
し
み
サ
ロ
ン
」 

九
月
十
三
日(

火)

「
歌
声
サ
ロ
ン
」 

と
も
に
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
三
十
分 

場
所 

佐
保
台
地
域
ふ
れ
あ
い
会
館 

※(

原
則)

佐
保
台
在
住
の
中
高
齢
者 

 

左
京
地
域 

 
◎
左
京
地
区
夏
ま
つ
り 

と
き 

八
月
二
十
七
日(

土)

午
後
四
時
～
九
時 

場
所 
左
京
小
学
校 

内
容 
子
ど
も
神
輿
・
屋
台
村
等
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
有 

 

◎
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー 

と
き 

十
月
九
日(

日)

午
前
十
一
時
～
午
後
二
時 

場
所 

左
京
小
学
校
体
育
館 

内
容 

地
域
参
加
型
の
福
祉
バ
ザ
ー 

 

地
域
情
報 

 
 

 
 

地
域
探
訪 

平
城
山
駅
の
開
業
と
名
曲
「
平
城
山
」
の
調
べ 

 

「
平
城
山
」 

作
詞 

北
見
志
保
子 

作
曲 

平
井
康
三
郎 

（
一
）
人
恋
う
は
悲
し
き
も
の
と
平
城
山
に
も
と
お
り
来

つ
つ
た
え
難
か
り
き 

（
二
）
い
に
し
へ
も
夫
に
恋
ひ
つ
つ
越
え
し
と
う
平
城
山

の
路
に
涙
お
と
し
ぬ 

 

Ｊ
Ｒ
大
和
路
線
の
平
城
山
駅
は
、
昭
和
六
十
年
十
二
月 

一
日
に
開
業
し
、
今
年
三
十
一
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

 

開
業
当
初
、
平
城
山
駅
の
プ
ラ
ッ
ト 

ホ
ー
ム
に
は
、
い
つ
も
「
平
城
山
」
の 

歌
曲
が
、
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て
い
ま
し 

た
。
あ
の
当
時
、
企
業
戦
士
と
い
わ
れ 

て
働
い
て
い
た
人
達
は
、
平
城
山
駅
に 

降
り
て
、
あ
の
メ
ロ
デ
ィ
に
心
を
癒
さ 

れ
た
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

こ
の
歌
曲
は
、
北
見
の
短
歌
を
二
首 

選
ん
で
、
平
井
が
曲
を
つ
け
た
も
の
で 

す
。
一
首
目
は
、
北
見
が
磐
の
姫
御
陵 

を
訪
れ
て
読
ん
だ
歌
で
、
二
首
目
は
、 

自
分
の
な
さ
ぬ
恋
を
い
に
し
え
の
天
上 

人
の
恋
に
な
ぞ
ら
え
て
詠
ん
だ
北
見
の 

絶
唱
で
す
。（
Ｍ
・
Ｔ
） 

  
 

ち
ょ
こ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス 

平
城
東
公
民
館
自
主
活
動
連
絡
協
議
会
の
十
七
グ

ル
ー
プ
か
ら
の
協
力
で
熊
本
大
震
災
へ
の
義
援
金
を

日
本
赤
十
字
社
を
通
し
て
総
額
七
万
一
、
一
八
六
円

を
寄
付
し
ま
し
た
。 

 

 

軽
快
な
リ
ズ
ム
の
曲
に
合
わ
せ 

楽
し
く
、
気
持
ち
よ
く
、
無
理
せ 

ず
に
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。 

体
操
以
外
に
も
お
食
事
会
や
山
菜 

取
り
に
い
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

毎
週
、
お
し
ゃ 

べ
り
し
な
が
ら 

身
体
を
動
か
し 

健
康
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

  

活
動
日 

毎
週
金
曜
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

時
間 

 

午
後
二
時
～
三
時
三
十
分 

(

感
想)

楽
し
い
雰
囲
気
で
体
操
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 
 

編
集
後
記 

楽
し
い
〝
ひ
び
き
〟
に
す
る
た
め
に
、
皆
様
よ
り

色
々
な
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
Ｓ
・
Ｋ
） 
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